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全国シルバー人材センターの重篤事故 3件、死亡事故 1件！   

 

★男性７７歳。梅の木の伐採作業で、伐採後の木を片付けてから作業を行なう予定のところ、当該会員が 
自分から枝に登って上部の伐採を始めたので、一緒に作業していた会員が注意をしたが、会員は作業 
を続けた。その後休憩の合図をした際も会員は作業を続け、その後まもなく木の上部に会員がいないこ 
とに気付き、下を見たら落下していた。安全帽は着用。入院中。 
 
 

★男性７９歳。剪定用の器具、剪定用の三脚を軽トラックから降ろして、三脚を設置し、ヘッジトリマーで作

業を開始して間もなく三脚の下から３段目の梯桟の上で、両手で器具を握っていたためバランスを崩し

転落し、右肩と側頭部を地面に打ち付け入院後、亡くなられた。 

 

 

★男性８０歳。自転車に乗り、就業先へ向かっていたところバイクと接触して転倒、サドルで胸を強打し、

その際、病院に行くよう促したが「大丈夫」と答え、就業先に向かった。その後、胸にシップを貼り過ごし

ていたが、体調が悪化して病院に向かった際に気を失う。肋骨骨折により胸部内で出血、横隔膜に溜

まった血液が心肺を圧迫し、脳に酸素と血液が送られなくなり、意識不明となった。蘇生はしたものの、

心肺停止の時間が長く続いたため、脳死状態となった。 

 

「このくらい」「もう少しだから」「今まで何ごともなかったから」、この３つの「禁句」を使ってしまっていませ 

んか。 安全就業基準や交通ルールの遵守はもちろんのこと、予測される危険を甘く見ず、安全に対し

ては自分自身に厳しく向き合ってください。 

 

【全国シルバーからの事故速報】 

熱中症による死亡事故」が発生しました！ 
 

★男性７５歳。野菜の収穫作業中、意識不明の状態で倒れているのを発注者（農家）が発見し、救急車で病 

院に搬送された。重度の熱中症の疑いで治療が行われたが、翌日未明、多臓器不全で亡くなられた。 

 
  熱中症は命にかかわる危険な症状です。９月も全国的には気温が平年より高く、厳しい残暑が続く見
込みです。また、夏の疲れが出やすい時期でもあります。就業前に体調に不安がある場合は、無理

をせず休む勇気を持つことが大切です。また、就業中に体調の異変を感じた場合は速やかに作業を

中止し、必要に応じて医療機関を受診してください。 熱中症対策に万全を期していただきますようお

願いいたします。 


